
平成○○年○○月○○日

地域に根ざした都市公園施設の再整備

平成29年度　～　平成33年度　（5年間） 天城町

・天城町総合運動公園における年間利用者数の実績
・高齢者から子供までを含めた利便性、快適性の整備率　　　　(遊戯施設整備率）

（H29当初） （H31末） （H33末）
天城町総合運動公園利用者数の実績

12,000人 13,500人 15,000人

公園の設置状況、公園施設の整備状況（遊戯施設工）をもとに算出する。
（遊具の整備率）＝（長寿命化計画健全度Ｄ判定改築、改修遊戯施設数）／（長寿命化計画健全度Ｄ判定の遊戯施設数（３都市公園））（％） 0% 50% 100%

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H29 H30 H31 H32 H33 策定状況

A-1 公園 奄美 天城町 直接 公園施設長寿命化対策支援事業（天城町都市公園３箇所） 天城町 250 - 策定済

合計 250

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33

合計

番号 備考

0.0%

費用便益比市町村名
全体事業費
（百万円）

（参考様式２）社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）
計画の名称

計画の期間 交付対象

天城町総合運動公園は、本町唯一の都市基幹公園として平成２年に供用開始して以来、町民の健全な心身を育む場や交流活動（各種地方大会）の拠点公園として利用されてきた。また近年新たなスポーツ拠点として実業団・大学等の合宿地や全国規
模のトライアスロン大会の会場等、島外からの利用者にも評価を高めてきており全国的に注目を集めているところである。平成２４年度から２８年度までの整備計画により改善がなされてきたところであるが、公園機能面では満足されていない状況
にある、特に子供たちへの配慮が懸念されるところである。このため、公園内運動施設及び遊戯施設等の改築、改修、更新を進めることにより、高齢者から子供までを含めた町内外の利用者に対し安心安全で快適な憩いの空間形成を目指すものであ
る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

計画の目標

重点配分対象の該当

0百万円

交付対象事業

Ｂ全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

市町村名
（延長・面積等）

250百万円 ０百万円 Ｃ Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
250百万円 Ａ

天城町 運動施設、便益施設、遊戯施設等　A=12.6ｈa

費用便益比

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号

番号

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

事業者

事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

要素となる事業名
事業内容

一体的に実施することにより期待される効果



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２９年度以降の各年度の決算額を記載。

H33

配分額
（a）

15 26 34

H32

25

H29

- - -

0.0% 0.0% 0.0%

0 0 0

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

26 34

前年度からの繰越額
（d）

支払済額
（e）

翌年度繰越額
（f）

16 8 10

うち未契約繰越額
（g）

25

9 23 24

0 0

0 16

H30 H31

不用額
（h = c+d-e-f）

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0

8 10

交付額
（c=a+b）

15

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 00


